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さとうきび通信

最高気温 最低気温 平均気温 雨量（mm） 最高気温 最低気温 平均気温 雨量（mm）

本 年 30.8 26.1 28.1 122.0 32.7 25.6 29.0 26.5

平 年 31.3 26.0 28.3 143.2 32.0 26.2 28.7 188.5
平年との差 － 0.5 ＋ 0.1 － 0.2 －21.2 ＋ 0.7 － 0.6 ＋ 0.3 －162.0
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　2017年12月、33歳、埼玉から家族5人で帰郷。ゆっくりする間もなく、製糖期が始まり、家族農業の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一員として就農をスタートしました。中学卒業から島を出て約20年ぶりの圃場。ハーベスターの補助員を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しながら見える景色。当時から明らかに変わったのは「AUSTOFT社」の海外製ハーベスターではなく

「松元機工」のコンパクトで機能性にたけたハーベスターでした。

　29/30期のさとうきびは、台風の影響などで基準糖度に満たない低糖度のさとうきびであったのが印象深かったです。

　翌年の30/31期は、刈り取ってみたものの単収のあがらない不作の製糖期。収量もぎりぎり1000トンを超えましたが、台風の影響を大きく受けた

ものでした。自然の影響を直に受け、農業の厳しさを痛感させられた年でもありました。

　そんな中での昨期のR1/2期、糖度も良く、株出に関しては予約を上回り、この2年と比べると明らかに違う製糖期。農業の喜びを感じる年でもあり

ました。

　令和元年に法人設立のサポートを受け、「株式会社ファームテック喜界」として新たにスタートし、現在の全経営面積は31ｈa。父、母、妻、私と

4名で取り組んでいます。

　さとうきび栽培のポイントとしては、植付、施肥、中耕、培土、除草剤散布、収穫と機械化一貫体系で行っており、効率化に繋げています。

また、圃場に植付けていない幅3ｍ程の枕地スペースをとっており、大きなトラクター等での中耕、培土作業を可能にすることで作業スピードも2倍以

上となっています。

　施肥に関しては、ライムソワーで1日300袋（6トン）ほどの散布が可能となりました。

　採苗で時間、労力を使っていた植付作業ですが、ハーベスターで採苗し、その日の

うちに植付けるビレットプランターでの春植を増やすことで、夏植に回さざるをえな

かった面積を春植に回すことができ、収穫面積の拡大にも繋がっています。

　また、圃場管理においては、クボタのスマートアグリシステム「KSAS」を使い、作

業の進捗状況等携帯で確認することができ、作業状況の把握などがわかりやすく正確

なものとなりました。

　今後の目標としては、スマート農業を念頭にドローン、GPS等を用いてさらなる経営

面積の拡大収量の増加が目指せるよう努力していきたいと思います。

　さらには、高齢化、後継者不足の問題を解消できるよう、若手の独立支援型の雇用を

することで「ファームテック喜界」の経営、栽培技術を習得してもらい、喜界町のさと

うきび農業を新たに作り支える存在となっていきたいと思います。

（坂 嶺 集 落）

（８月は8/1～8/20までの平均値・合計です）
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